
 

Ⅰ．上位計画 岡崎城跡整備基本計画－平成28年度改訂版 

 

 

 

 

 

Ⅱ．上位計画 岡崎城跡（岡崎公園）植栽管理計画 令和元年度策定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．岡崎城跡（岡崎城公園）植栽管理計画 サクラ管理編 

１ 目  的 

 

 

 

 

 

 

 

２．現在の課題 

 

 

 

 

３．サクラ管理の基本方針と管理の基準 

 基本方針 管 理 の 基 準 
１ 岡崎城跡として

の歴史的な景観
形成 

・岡崎城跡内は可能な限り城郭構造を把握するため、見通しの確保に努める。 
・史跡としての本質的な価値を損なう樹木(例：石垣や土塁を損傷する樹木、倒木によって

遺構を損傷する恐れのある樹木)、本質的な景観を阻害する樹木（例：高木化し過ぎた樹
木）は伐採や枝払いを促進する。 

２ 都市公園（歴史公
園）としての機能
の維持・向上 

・現状保存的な管理を基本とするが、サクラの適切な世代交代を促進し、旺盛な樹勢の管
理に努める。公園利用に際して安全・防災上危険性のある樹木は伐採する。 

・史跡として遺構への影響や景観への著しい影響がないと判断される場合、緑陰の確保を
目的として、サクラの新植を認める。 

３ 観光資源(日本さ
く ら 名 所 100 
選)としての価値
の維持・向上 

・現状保存的な管理を基本とするが、サクラの適切な世代交代を促進し、旺盛な樹勢の管
理に努める。 

・史跡として遺構への影響や景観への著しい影響がないと判断される場合、サクラの新植
を認める。 

４.サクラ管理の具体的な指針 
サクラ管理の具体的な指針を以下に示す。なお、先進地で実施されている管理手法も適宜導入を検討する。 

管理の具体的な指針 
１ 日常管理 ・伸ばしたい枝を残し、不要な枝は剪定する。城郭景観を阻害しないように、横へ成長させる。 

・テングス病などにかかった枝は付け根で切除し切口から腐食菌の進入を防止する措置をとる。 
・サクラの枯死に繋がる害虫が確認された場合は速やかに捕殺等を実施する。 
・不定根（根以外の部分、幹から二次的に発生する根）を太らせ地面まで誘導することも検討する。 

岡崎城跡（岡崎城公園）植栽管理計画を策定して 5 年経過したが、当初想定したようなサクラの樹勢回復や更新
等が進まない現状がある中で、衰退したサクラについて市民や議会から改善の要望が多く寄せられている。これを
受けて、岡崎市は令和 6 年に岡崎城公園周辺のサクラ再生を目的とした「桜花咲プロジエクト」を開始した。 

本計画は、岡崎城跡（岡崎城公園）植栽管理計画に基づき、サクラ更新等を行うために、史跡としての適切な保
存管理を前提とするものである。さらに、岡崎城跡を文化財・公園・観光の各側面から地域の共有財産として有効
に活用することを目的とし、岡崎城跡（岡崎城公園）のサクラ管理計画を定めるものとする。 

（１）目 的  
本計画は、石垣などの遺構の保全に努め、城跡としての本質的価値を高めると同時に、岡崎城への眺望を確保し歴

史的景観を保全するために、基本計画等を踏まえ、曲輪内を植栽の特徴や機能別にさらに細分化して植栽管理計画を
作成するものである。 
（２）植栽管理方針 
① 各曲輪景観、近世の絵図等を考慮し歴史的景観の向上を図る。 
② 石垣を損傷する樹木は伐採除去する。 
③ 土塁の保全については、状態を見ながら、その樹木の持つ景観的価値を考慮して、必要に応じ慎重な検討を行う。 
④ 天守への見通しや石垣などへの景観を阻害する樹木については適切な管理を行う。 
⑤ 歴史的景観にふさわしくないと思われる外来種樹木は除去を原則とする。 
⑥ 公園内の安全確保のため枯損樹木は速やかに撤去する。また、風致地区指定範囲であることから、樹木の状態、

特性に応じた管理を行い、緑を確保する。 
⑦ 春の桜や秋の紅葉など、市内外の多くの人から親しまれており、今後とも季節の豊かさを感じ味わうことができ

るように適切な保護・育成管理を行う。特に、花見の名所にふさわしい公園として桜の連続性、花の量などを維
持するために、注意深く見守りながら、適切な管理を行う。 

 

岡崎城公園周辺のサクラは、市民や企業の支援を受けて植樹され、長年親しまれてきた。しかし、戦後数次にわ
たり植栽されたサクラは、有効な維持管理がなされないまま老齢化が進行している。管理者側は、この状況につい
て危機意識を持ちながらも、新たな植樹の可否判断について、植栽管理計画は策定したものの各論での協議が進展
しなかったため、衰退の速度が加速している。恒常的に岡崎城跡（岡崎城公園）の適切な管理を前提とし、都市公
園や観光資源としての価値を維持するための対策を検討・実施する必要性が高まっている。 
岡崎城公園に隣接した伊賀川及び乙川のサクラについても同様に衰退しているが、河川区域に存在するサクラも

あるため河川管理者と課題を共有し、樹勢回復に努める 

（１）目 的  
・史跡を未来へ確実に保存し、本質的価値を顕在化させる。 
・城下町である市街地へつなげ、流れ（ストーリー）のある総構えの整備・活用をする。 
（２）現状変更等の取扱いの方針及び基準 
・A-1 地区（本丸、持仏堂曲輪、清海堀、風呂谷曲輪、坂谷曲輪の一部）  

剪定、伐採は、遺構の保全、歴史的眺望の確保、史跡の価値向上のため実施し、 
植栽管理計画による維持管理を行う。植樹は最小限に留める。 

・A-2 地区（二の丸、東曲輪、隠居曲輪、菅生曲輪、坂谷曲輪及び総構えの一部） 
剪定、伐採、植樹は遺構の保全、歴史的眺望の確保、史跡の価値向上のため実施し、 
植栽管理計画による維持管理を行う。 
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２ 土壌環境
の 改 善 

・踏み固めへの対応は、史跡への影響がない場所について、深さ 15〜50 ㎝程度に地面を掘り起こ
し、腐葉土等の肥料を混ぜて軽く埋戻す。 

・史跡への影響がある場合は、掘り起しは行わず、盛土による対応とする。また、ほぐした土は再
び締固めされないように立入制限を行う。 

３ 伐採や枝
払いによ
る 整 理 

伐採や枝払いによる整理の対象は、①現状で石垣を損傷する恐れのあるもの、その危険性を持つも
の。②石垣修理など整備工事に支障をきたすもの。③高木化し城の景観を損ねるもの。④枯死や腐
朽の進んだサクラ。⑤密植となっている場合は間引きを実施⑥予期しない災害等で破損したもの。 

４ 新 植 の 
方 法 
 
ア場所の

限 定 
 
 

・植栽管理計画で規定したエリアごとの方針に従い、新植場所の選定を行う。 
・新植する場所は、史跡としての本質的価値を構成する石垣などの遺構や地下遺構への影響、景観

への著しい影響がないと判断される場合に限定する。  
・遺構面や盛土の状況などを確認するために試掘を実施し、新植の可否を文化財部局に諮問し、可

と判断された場合のみ新植を行うものとする。 
・新たに植樹する場合は、石垣の栗石の背後より２ｍ以内には植栽を行わず、2ｍ〜3ｍ以内の範囲

で行う場合には防根シートを設置するなど、将来にわたって樹木の根が石垣に悪影響を及ぼさな
いよう措置を講ずる。また、幹間隔は 8ｍ〜10ｍ 以上を目安とする。 

新 植 の 
方 法 
 
イ樹 種 

・岡崎城跡内のサクラは、ほぼ全てソメイヨシノが占めており、それらが一斉に咲くことが、岡崎
城跡のサクラの名所としての特色となっている。しかし、ソメイヨシノはテングス病に羅患しやす
いため、ソメイヨシノの代替樹種としてジンダイアケボノを基本とし、在来種であるエドヒガンの
導入も検討する。 

 
５．曲輪別のサクラの管理整備計画 

 

 

 

 

 

６．年度別実施計画図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７．サクラ管理計画まとめ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A１地区 

石垣毀損樹木伐採 

R7 本 丸 伐採 13 本  

R8 持仏堂 伐採 31 本 

R9 風呂谷 伐採 11 本 

R10 坂 谷 伐採 3 本 

A２-1 地区菅生曲輪 龍城堀沿 

R10 伐採 17 本 植栽 13 本 

 （内石垣毀損樹木 17 本） 

A２-1 地区菅生曲輪多目的広場 

R8   植栽 28 本  

A２-1 地区菅生曲輪 城南亭北 

R7 伐採 25 本 植栽 13 本  

  （内石垣毀損樹木４本） 

A２-1 地区菅生曲輪  
乙川河川保全区域 

R9 伐採 13 本 植栽 21 本  

A２-1 地区 
菅生曲輪 龍城堀南 

R6 植栽 12 本 

A２-1 地区 二の丸土塁、坂谷曲
輪  

R10  伐採 62 本  植栽 23 本 

A２-1 地区 二の丸南、東塀 

R9 伐採 41 本 造成工事 植栽 21
本 

A2-1 地区 東曲輪 

R7 植栽３本  

A２-1 地区 隠居曲輪 

R8 伐採 9 本 植栽 12 本 

R10   石垣毀損樹木  
伐採 10 本  

（1）年度別サクラ植栽本数 
R6：12 本、R7：16 本、R8：40 本、R9：42 本、R10：36 本  計 146 本 

（2）サクラ本数のまとめ 
公園内のサクラは、植栽を推進することにより 146 本増加するが、枯損や石垣毀損等の理由により 34 本を伐採す
るため令和 10 年度時点で 434 本となる。しかし、434 本の内 201 本のサクラは河川区域にあるため、今後激減し
ていくと考えられる。仮に令和 11 年度以降、植栽を継続しない場合、サクラは令和 30 年度（2048）には約 200
本となることが予想される。 

（3）年度別伐採本数（サクラ 34 本を含む） 
伐採対象樹木：①石垣毀損樹木、②外来種、③サクラの連続性及び花の量を維持するために実施するサクラ植栽
に支障となる樹木    R6：0 本、R7：38 本、R8：40 本、R9：65 本、R10：92 本   計 235 本 

（4）管理体制 
現状のサクラ 288 本について、可能な限り現状保存的な管理を行うこととする。管理体制については、岡崎城公
園は指定管理者施設であることから、4 サクラ管理の具体的な指針のうち、1〜3 は指定管理者が実施し、4 は公
園緑地課が担当する。岡崎城公園内の河川区域にあるサクラについては、1〜4 を公園緑地課が担当する。 

 

・地区分け 
A1 地区、A2-1 地区、A2-2 地区に区分する。 
新規植栽は A2-1 地区のみとする。 
A-1 地区は本丸を中心に史跡の価値を確実に保存
する地区であるため枯損以外は植栽しない。 
A2-2 地区は河川区域に位置しているため枯損に
よる場合でも新たに桜を植樹することは困難な
状況である。 

■ 植栽管理の実施による本数内訳       単位：本 

■ 地区及び曲輪毎のサクラの樹種別管理本数  単位：本 
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